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『
太
平
記
』
巻
五
の
構
成
と
展
開

『
太
平
記
』
巻
四
は
'
笠
置
攻
防
戦
で
の
敗
軍
た
る
後
醍
醐
天
皇
方
の
'
皇

子
達
を
含
む
人
物
に
つ
い
て
'
そ
の
処
刑
･
流
罪
を
描
-
｡
更
に
｢
先
帝
｣
と

し
て
の
後
醍
醐
天
皇
の
隠
岐
配
流
を
巻
末
に
配
置
し
'
隠
岐
島
で
の
日
々
を
哀

感
を
こ
め
て
描
き
'
｢
天
地
開
聞
ヨ
-
以
来
斯
ル
不
思
議
ヲ
不
レ
聞
｡
サ
レ
バ

掛
レ
天
日
月
モ
'
為
レ
証
明
ナ
ル
事
不
レ
恥
｡
無
心
草
木
モ
悲
レ
之
花
開
事
ヲ
忘
ツ

ベ
シ
｣
と
締
め
括
る
｡
た
だ
､
後
醍
醐
帝
は
'
俊
明
極
の
予
言
に
従
っ
て
'
法

体
に
な
る
事
を
拒
絶
し
､
又
､
隠
岐
へ
の
配
流
の
途
次
'
児
島
高
徳
が
桜
木
に

書
き
付
け
た
一
句
の
詩
を
見
て
｢
龍
顔
殊
二
御
快
ク
笑
セ
｣
と
あ
る
よ
う
に
'

｢
二
度
帝
位
ヲ
践
｣
む
事
を
確
信
す
る
も
の
と
し
て
形
象
さ
れ
て
い
る
｡
そ
れ

は
'
巻
二
で
'
む
し
ろ
虚
像
化
す
る
形
で
京
都
を
脱
出
し
た
後
醍
醐
帝
と
は
明

ら
か
に
異
な
る
'
む
し
ろ
対
極
を
な
す
人
物
像
と
見
る
事
が
で
き
る
｡

そ
し
て
'
巻
五
は
'
巻
四
と
は
対
照
的
に
'
北
条
方
の
動
静
を
中
心
と
し
て

(

注

1

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

注

2

)

語
ら
れ
る
｡
そ
の
章
立
て
を
流
布
本
に
よ
っ
て
記
す
と
次
の
通
-
で
あ
る
｡

一
㌧
持
明
院
殿
御
即
位
事

二
､
宣
房
卿
二
君
奉
公
事

三
㌧
中
堂
新
常
燈
消
事

四
㌧
相
模
入
道
弄
田
楽
井
闘
犬
事

五
㌧
時
政
参
寵
榎
嶋
事

六
､
大
塔
宮
熊
野
落
事

以
下
'
作
品
の
展
開
を
追
っ
て
み
よ
う
｡
第
三
早
は
'
光
厳
天
皇
の
即
位
を

語
る
だ
け
で
な
-
'
右
に
引
用
し
た
巻
四
巻
末
の
第
七
章
の
末
文
と
対
応
す
る

持
明
院
方
の
｢
門
前
市
ヲ
成
シ
'
堂
上
花
ノ
如
シ
｣
と
い
う
状
況
を
叙
す
｡

第
二
章
は
､
｢
前
朝
奮
発
ノ
寵
臣
｣
で
あ
-
'
子
息
二
人
(
藤
房
･
季
房
)
が

遠
流
と
な
っ
た
万
里
小
路
宣
房
の
も
と
に
'
｢
罪
科
深
キ
人
ニ
テ
有
ベ
カ
リ
シ

ヲ
'
賢
才
ノ
閲
へ
有
ト
テ
'
関
東
以
二
別
儀
壷
ハ
罪
ヲ
宥
メ
'
嘗
今
二
可
レ
被
二
冒
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仕
】
之
由
｣
と
の
勅
使
日
野
資
明
が
光
厳
天
皇
よ
-
派
遣
さ
れ
た
事
を
記
す
｡

こ
れ
に
対
し
て
宣
房
は
'
①
後
醍
醐
天
皇
の
｢
不
義
ノ
行
｣
に
よ
る
配
流
に

つ
い
て
'
予
め
知
ら
な
か
っ
た
た
め
｢
諌
言
｣
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
'
世

人
は
そ
の
責
任
を
許
容
し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
'
②
息
子
二
人
が
遠
流
と
な
-
'

自
分
も
七
十
歳
と
い
う
老
齢
で
あ
る
こ
と
'
こ
の
二
つ
の
理
由
を
あ
げ
て
'

｢
二
君
ノ
朝
｣
に
出
仕
す
る
よ
-
｢
伯
東
ガ
行
｣
を
見
習
い
た
い
と
う
　
｢
涙
ヲ

流
テ
｣
こ
と
わ
る
｡
勅
使
資
明
は
｢
感
涙
ヲ
押
へ
兼
l
こ
口
を
と
ざ
し
た
後
'

お
も
む
ろ
に
中
国
政
事
を
引
用
､
｢
理
ヲ
轟
シ
テ
｣
説
得
し
た
た
め
'
宣
房
も

遂
に
光
厳
朝
へ
の
出
仕
を
応
諾
す
る
事
と
な
る
｡

ヽ

ヽ

主
君
に
対
す
る
忠
諌
は
'
巻
四
･
呉
越
合
戦
葦
に
於
て
中
心
的
な
テ
ー
マ
と

(
症
3
)

な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
'
現
実
に
宣
房
の
｢
諌
言
｣
が
あ
れ
ば
後
醍
醐
帝

の
隠
岐
配
流
と
い
う
結
果
が
あ
-
え
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
｡
む
し
ろ
'
こ

の
場
面
で
は
'
招
請
を
1
度
は
辞
退
し
た
宣
房
が
'
勅
使
の
｢
感
涙
｣
と
｢
理
｣

と
に
よ
っ
て
'
よ
う
や
-
出
仕
を
承
引
し
た
と
い
う
構
成
を
と
る
事
に
よ
っ
て
'

宣
房
の
行
動
は
正
当
化
･
称
揚
さ
れ
'
更
に
'
そ
の
よ
う
な
宣
房
を
擬
し
て
き

(
注
4
)

た
後
醍
醐
帝
側
=
反
北
条
側
へ
の
肯
定
的
評
価
を
も
蘭
ら
す
事
と
な
っ
て
い
る
｡

第
三
章
と
第
四
章
と
は
'
冒
頭
部
分
に
於
て
対
比
が
見
ら
れ
る
｡

第
三
章
で
は
'
｢
希
代
ノ
不
思
議
｣
の
1
例
と
し
て
'
叡
山
の
根
本
中
萱
の

所
常
灯
(
そ
れ
は
後
醍
醐
帝
が
点
灯
し
た
も
の
で
'
｢
未
来
永
劫
二
至
迄
滑
ル
事

ナ
カ
ル
ベ
キ
｣
も
の
で
あ
っ
た
)
を
山
鳩
が
消
す
と
い
う
｢
不
思
議
｣
な
事
が

お
こ
っ
た
が
'
そ
の
山
鳩
を
巌
が
食
い
殺
す
と
い
う
｢
不
思
議
｣
な
結
末
に
な

っ
た
事
が
語
ら
れ
る
｡
こ
れ
は
'
後
醍
醐
帝
の
運
命
に
つ
い
て
'
負
(
マ
イ
ナ

ス
)
が
負
の
ま
ま
で
は
終
わ
ら
な
い
事
を
暗
示
す
る
象
徴
的
な
出
来
事
と
し
て

記
さ
れ
て
い
る
｡

1
万
'
第
四
章
で
は
'
田
楽
流
行
の
具
体
例
と
し
て
'
北
条
高
時
の
熱
中
ぶ

り
が
措
か
れ
る
｡
｢
天
王
寺
ノ
ヤ
ヨ
ウ
レ
イ
ボ
シ
ヲ
見
バ
ヤ
｣
と
嚇
す
｢
新
座
･

本
座
ノ
田
楽
共
十
飴
人
｣
を
｢
或
官
女
｣
が
覗
き
見
し
た
と
こ
ろ
'
彼
ら
が

｢
異
類
異
形
ノ
婚
者
共
｣
　
で
あ
っ
た
た
め
'
｢
不
思
議
｣
　
に
思
っ
た
官
女
か
ら

城
入
道
(
安
達
時
顕
)
に
報
告
さ
れ
､
城
入
道
の
目
で
｢
禽
獣
ノ
足
迩
｣
が
確

認
さ
れ
る
｡
と
こ
ろ
が
高
時
自
身
は
｢
偶
然
ト
シ
テ
更
二
所
レ
知
ナ
シ
｣
と
い
う

有
様
で
あ
っ
た
｡

こ
の
件
に
つ
い
て
は
'
丹
波
伸
範
の
｢
天
王
寺
達
ヨ
リ
天
下
ノ
動
乱
出
来
テ
'

国
家
敗
亡
シ
ヌ
ト
覚
ユ
｣
と
の
予
見
(
こ
れ
は
'
巻
六
で
語
ら
れ
る
天
王
寺
で

の
正
成
挙
兵
を
指
す
)
と
'
そ
の
的
中
'
そ
し
て
仲
範
の
｢
未
然
ノ
凶
ヲ
壁
ケ

ル
博
贋
ノ
程
｣
　
へ
と
'
叙
述
が
や
や
先
行
す
る
事
と
な
る
が
'
高
時
に
関
す
る

ヽ

ヽ

記
述
は
'
田
楽
に
付
加
す
る
形
で
｢
増
々
奇
物
ヲ
愛
ス
ル
事
止
時
ナ
シ
｣
　
(
傍

ヽ

ヽ

点
筆
者
｡
以
下
同
じ
)
と
'
増
幅
し
て
描
か
れ
'
高
時
が
闘
犬
に
熱
中
し
た
た

め
｢
其
幣
甚
多
シ
｣
と
記
さ
れ
る
｡
そ
し
て
'
｢
心
ナ
キ
人
｣
は
｢
ア
ラ
面
白

ヤ
｣
と
す
る
1
万
で
'
｢
智
ア
ル
人
｣
が
｢
ア
ナ
忌
々
シ
ャ
｣
と
悲
嘆
し
た
事

を
寂
し
'
｢
見
聞
ノ
准
フ
ル
虞
'
耳
目
維
レ
異
'
其
前
相
皆
闘
評
死
亡
ノ
中
二
在

テ
'
湧
猿
シ
カ
リ
シ
挙
動
ナ
リ
｣
と
'
作
者
自
身
が
｢
智
ア
ル
人
｣
以
上
に
'
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高
時
を
批
判
的
に
見
る
形
で
締
め
括
る
｡

つ
ま
-
'
第
三
章
と
第
四
章
と
は
'
後
醍
醐
帝
と
を
北
条
高
時
と
を
対
比
し

て
そ
の
運
命
に
つ
い
て
'
い
ず
れ
も
暗
示
的
に
描
き
つ
つ
も
'
結
局
は
北
条
氏

の
滅
亡
と
後
醍
醐
帝
の
再
起
(
還
幸
)
と
を
予
見
す
る
点
で
は
'
同
じ
事
(
事

の
表
裏
)
を
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
｡

そ
し
て
'
こ
の
第
四
章
の
予
言
は
'
第
五
章
に
於
て
'
も
う
一
度
確
認
さ
れ

る
事
と
な
る
｡

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

第
五
章
は
'
｢
時
己
二
擁
季
二
及
デ
'
武
家
天
下
ノ
樺
ヲ
執
ル
｣
と
は
い
う

も
の
の
｢
或
ハ
一
代
ニ
シ
テ
滅
ビ
'
或
ハ
一
世
ヲ
モ
不
レ
待
シ
テ
失
ヌ
｣
と
い
う

ヽ

ヽ

状
況
の
も
と
に
於
て
､
北
条
氏
が
｢
天
下
ヲ
保
ツ
事
己
二
九
代
二
及
ブ
｣
理
由

に
つ
い
て
'
初
代
時
政
に
ま
で
瀕
行
L
t
江
の
島
弁
財
天
の
霊
験
譜
と
し
て
語

ら
れ
る
｡

時
政
が
江
の
島
に
参
寵
L
t
子
孫
の
繁
昌
を
祈
願
し
た
と
こ
ろ
'
二
十
1
日

目
の
夜
｢
赤
キ
袴
二
柳
裏
ノ
衣
着
タ
ル
女
房
ノ
'
端
厳
美
麗
ナ
ル
｣
が
現
れ
て
'

時
政
に
｢
汝
が
前
生
ハ
箱
根
法
師
也
｡
六
十
六
部
ノ
法
華
経
ヲ
書
寓
シ
テ
'
六

十
六
箇
国
ノ
霊
地
二
奉
納
シ
タ
リ
シ
善
根
二
依
テ
'
再
ビ
此
土
二
生
ル
事
ヲ
得

タ
リ
｡
去
バ
子
孫
永
ク
日
本
ノ
主
卜
成
テ
'
柴
花
二
可
レ
誇
｡
但
其
挙
動
違
所

ア
ラ
バ
'
七
代
ヲ
不
レ
可
レ
過
｣
と
告
げ
'
大
蛇
に
変
身
し
｢
大
ナ
ル
鱗
ヲ
三
ツ
｣

落
し
て
海
中
に
入
っ
て
行
っ
た
　
(
そ
の
三
つ
鱗
は
北
条
家
の
家
紋
と
な
っ
た
)
0

つ
ま
-
'
｢
今
相
撲
入
道
七
代
二
過
テ
天
下
ヲ
保
ケ
ル
モ
'
江
嶋
ノ
所
才
天

ノ
御
利
生
'
又
ハ
過
去
ノ
善
因
二
感
ジ
テ
ゲ
ル
故
｣
な
の
で
あ
っ
て
'
い
わ
ば

ヽ

ヽ

効
力
を
失
っ
た
高
時
は
　
｢
可
レ
亡
時
刻
到
来
シ
テ
'
斯
ル
不
思
議
ノ
振
舞
ヲ
モ

セ
ラ
レ
ケ
ル
欺
｣
と
い
う
わ
け
で
あ
る
｡

ヽ

ヽ

第
五
章
に
お
け
る
｢
己
二
九
代
二
及
ブ
｣
と
の
表
現
自
体
が
'
北
条
氏
の
存

ヽ

ヽ

続
の
限
界
を
暗
示
し
て
お
-
'
そ
れ
が
｢
己
二
七
代
ヲ
過
'
九
代
二
及
べ
り
｣

と
再
述
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
'
北
条
氏
の
滅
亡
は
確
定
的
な
も
の
と
な
る
｡
そ

し
て
'
そ
の
滅
亡
に
つ
い
て
は
'
時
代
の
趨
勢
と
か
鎌
倉
幕
府
の
内
包
す
る
矛

ヽ

ヽ

盾
そ
の
も
の
よ
り
も
'
時
政
の
善
根
に
よ
っ
て
｢
七
代
｣
と
い
う
保
証
を
得
た

北
条
氏
の
中
に
あ
っ
て
'
本
人
の
自
覚
が
な
い
ま
ま
異
常
な
ま
で
に
田
楽
･
闘

(
注
5
)

犬
に
熱
中
す
る
高
時
の
｢
不
思
議
ノ
振
舞
｣
に
'
そ
の
因
を
求
め
る
形
で
記
述

さ
れ
る
｡
そ
こ
に
は
'
｢
時
己
二
境
季
｣
　
と
い
う
時
代
認
識
に
基
づ
い
て
の
'

『
太
平
記
』
作
者
な
-
の
'
一
つ
の
歴
史
の
解
釈
の
あ
-
様
を
窺
う
事
が
で
き

る
｡

二

①

㌔

｢
大
塔
営
二
品
親
王
ハ
､
笠
置
ノ
城
ノ
安
否
ヲ
被
二
間
食
為
こ
う
暫
ク
南
都

ノ
船
若
守
ユ
…
琴
升
融
座
有
ケ
ル
ガ
'
笠
置
ノ
城
己
二
落
テ
'
主
上
被
レ
囚
サ
セ
袷

刈
卜
聞
へ
シ
カ
バ
'
虎
ノ
尾
ヲ
履
恐
レ
御
身
ノ
上
二
迫
テ
'
天
地
堆
レ
慶
御
身
ヲ

可
レ
被
レ
滅
所
ナ
シ
｣
と
の
一
文
で
始
ま
る
第
六
章
は
､
巻
五
の
中
で
は
'
や
や

異
質
の
章
で
あ
る
｡
と
い
う
の
も
'
右
の
傍
線
部
分
①
は
巻
二
の
巻
末
の
第
十

章
に
'
⑧
は
巻
三
第
三
章
に
'
そ
れ
ぞ
れ
連
接
す
る
内
容
を
も
つ
､
と
い
う
よ

う
な
事
に
も
起
因
し
て
い
る
｡

し
か
し
'
巻
三
で
楠
正
成
の
事
が
語
ら
れ
'
巻
四
で
後
醍
醐
帝
の
配
流
が
語

ら
れ
た
後
に
あ
っ
て
'
正
成
と
と
も
に
｢
配
流
｣
の
枠
外
に
い
た
大
塔
宮
の
事

は
'
後
醍
醐
帝
側
の
重
要
人
物
と
し
て
'
当
然
言
及
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
は
あ
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っ
た
　
(
正
成
も
巻
六
に
再
登
場
す
る
)
0

さ
て
'
こ
の
第
六
章
の
う
ち
'
分
量
と
し
て
は
約
一
割
に
あ
た
る
冒
頭
部
分

が
般
若
寺
で
の
危
機
脱
出
讃
'
残
-
が
｢
熊
野
落
ち
｣
と
い
う
事
に
な
る
｡
ま

ず
'
般
若
寺
で
の
事
に
つ
い
て
は
､
一
乗
院
の
侯
人
按
察
法
眼
好
専
が
五
百
余

騎
を
率
い
て
攻
め
寄
せ
た
際
に
｢
折
節
宮
二
奉
レ
付
タ
ル
人
濁
モ
無
リ
ケ
レ
バ
｣

と
い
う
困
難
な
状
況
下
の
事
件
と
し
て
語
ら
れ
る
｡
一
旦
は
自
害
さ
え
も
考
え

た
大
塔
宮
が
｢
若
ヤ
｣
と
思
い
返
し
て
'
大
般
若
経
の
唐
植
三
つ
の
う
ち
'
一

度
目
は
蓋
の
開
い
て
い
た
横
に
隠
れ
'
他
の
二
つ
の
権
を
探
し
て
立
ち
去
っ
た

追
手
が
引
き
返
し
て
く
る
前
に
'
今
度
は
別
の
楯
に
入
-
替
っ
て
危
機
を
逃
れ

る
｡
｢
是
偏
二
摩
利
支
天
ノ
冥
鷹
'
又
ハ
十
六
善
面
ノ
擁
護
二
依
ル
命
也
ト
'

信
心
肝
二
銘
ジ
感
涙
御
袖
ヲ
混
セ
-
｣
　
と
あ
る
が
'
｢
朝
暮
只
武
勇
ノ
御
噂
ノ

外
ハ
他
事
ナ
シ
｣
(
巻
二
第
1
章
)
と
い
う
｢
不
思
議
ノ
門
主
(
天
台
座
主
)
｣

生
活
を
送
っ
た
大
塔
宮
を
思
え
ば
'
般
若
寺
で
の
的
確
な
判
断
と
敏
捷
な
行
動

も
'
一
人
で
鍛
練
を
重
ね
て
い
た
｢
武
重
ノ
道
｣
(
同
右
)
の
基
本
を
実
践
し
た

に
過
ぎ
ぬ
と
考
え
る
事
も
で
き
よ
う
｡

奈
良
周
辺
も
危
険
と
い
う
こ
と
に
な
り
'
や
が
て
大
塔
宮
は
光
林
房
玄
専
ら

(
注
6
)

九
人
の
供
の
者
を
連
れ
て
熊
野
に
向
か
う
｡
こ
こ
で
も
'
｢
御
歩
行
ノ
長
途
ハ

①

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

⑧

f

定
テ
叶
ハ
セ
給
ハ
ジ
ト
'
御
伴
ノ
人
々
乗
テ
ハ
心
苦
シ
ク
思
ケ
ル
二
㌧
案
二
相

笥
列
'
イ
ツ
習
ハ
セ
給
ヒ
タ
ル
御
事
ナ
ラ
ネ
ド
モ
怪
シ
ゲ
ナ
ル
畢
皮
･
卿
巾

･
草
軽
ヲ
召
テ
'
少
シ
モ
草
臥
タ
ル
御
菊
色
モ
ナ
ク
'
敢
々
ノ
奉
幣
'
宿
々
ノ

御
勤
僻
ラ
セ
給
ハ
ザ
リ
ケ
レ
バ
'
路
次
二
行
逢
ヒ
ケ
ル
遺
著
モ
'
勤
修
ヲ
積
メ

ル
先
達
モ
見
尤
ル
事
モ
無
リ
ケ
リ
｣
と
あ
る
が
'
前
述
し
た
よ
う
に
'
大
塔
宮

の
叡
山
で
の
修
行
ぶ
り
か
ら
す
れ
ば
'
そ
の
成
果
の
発
揮
さ
れ
る
場
面
が
到
来

し
た
わ
け
で
あ
り
'
傍
線
部
分
①
の
従
者
達
の
懸
念
は
'
｢
元
ヨ
リ
龍
横
風
閲

ノ
内
二
長
ト
ナ
ラ
セ
給
テ
'
華
軒
香
車
ノ
外
ヲ
出
サ
セ
給
ハ
ヌ
御
事
ナ
レ
バ
｣
と

い
う
固
定
的
な
論
理
(
こ
れ
は
､
現
実
の
従
者
達
の
も
の
と
い
う
よ
-
作
者
自

身
の
論
理
で
あ
ろ
う
)
に
託
し
て
の
文
飾
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
'
叙
述
の

中
で
は
傍
線
部
分
⑧
の
よ
う
に
'
従
者
達
の
予
想
に
反
す
る
強
靭
な
大
塔
宮
の

実
像
が
確
認
さ
れ
る
事
と
な
る
｡

切
目
王
子
に
到
着
し
た
夜
'
大
塔
宮
は
熊
野
三
所
権
現
等
に
対
し
て
｢
逆
臣

忽
二
亡
ビ
テ
朝
廷
再
耀
ク
事
ヲ
令
レ
得
給
へ
｣
と
折
詰
す
る
｡
｢
五
億
ヲ
地
二
投

テ
一
心
二
誠
ヲ
致
テ
｣
徹
夜
で
祈
る
様
子
は
｢
丹
誠
無
二
ノ
御
勤
'
感
鷹
ナ
ド

カ
ア
ラ
ザ
ラ
ン
ト
'
神
慮
モ
暗
二
被
計
タ
-
｣
と
い
う
む
の
で
あ
っ
た
｡
そ
し

て
'
う
と
う
と
と
し
た
大
塔
宮
の
夢
に
｢
髪
結
タ
ル
童
子
｣
が
現
れ
て
'
｢
熊
野

三
山
ノ
間
ハ
尚
モ
人
ノ
心
不
和
ニ
シ
テ
大
儀
成
難
シ
｡
是
ヨ
リ
十
津
川
ノ
方
へ

御
渡
侯
テ
時
ノ
至
ン
ヲ
御
待
侯
へ
カ
シ
｣
と
告
げ
る
｡
夢
が
覚
め
て
｢
是
権
現

ノ
御
告
也
ケ
-
ト
憩
敷
｣
思
っ
た
大
塔
宮
は
｢
御
悦
ノ
奉
幣
ヲ
捧
ゲ
｣
十
津
河

へ
と
向
か
う
｡

以
下
'
巻
五
の
巻
末
に
至
か
大
塔
宮
の
足
跡
を
'
章
段
に
分
け
て
辿
っ
て
み

よ
う
｡

戸
野
兵
衛
･
竹
原
八
郎
入
道
邸
で
の
逗
留
｡

熊
野
別
当
定
遍
よ
-
の
大
塔
宮
追
討
の
布
告
と
竹
原
入
道
の
子
息
の
変

心
｡
大
塔
宮
一
行
'
高
野
に
向
か
う
｡

芋
瀬
庄
司
の
対
応
と
'
赤
松
則
祐
･
平
賀
三
郎
･
村
上
義
光
の
武
勇
欝
｡

大
塔
宵
1
行
'
小
原
へ
向
か
う
｡
玉
置
庄
司
'
敵
対
す
る
｡

野
長
瀬
兄
弟
の
援
軍
と
老
松
明
神
霊
験
譜
｡
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①
　
大
塔
営
'
槙
野
城
へ
｡
や
が
て
､
吉
野
河
畔
に
立
て
寵
る
｡

④
で
大
塔
宮
一
行
が
訪
ね
た
の
は
'
竹
原
八
郎
入
道
の
甥
に
あ
た
る
戸
野
兵

衛
で
あ
っ
た
｡
大
塔
宮
に
随
行
し
て
い
た
光
林
房
玄
尊
が
｢
如
何
ニ
モ
シ
テ
是

ヲ
懲
マ
バ
ヤ
｣
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
'
家
か
ら
｢
哀
レ
貴
カ
ラ
ン
山
伏
ノ
出

来
レ
カ
シ
'
所
ラ
セ
進
ラ
セ
ン
｣
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
の
で
'
玄
尊
は
大
塔

宮
を
｢
効
験
第
二
の
｢
先
達
｣
に
仕
立
て
て
家
に
入
る
｡
大
塔
宮
の
加
持
に

よ
っ
て
病
人
が
乎
癒
し
た
た
め
p
一
行
は
'
戸
野
宅
で
饗
応
を
受
け
十
数
日
を

過
ご
す
｡
そ
し
て
二
戸
野
兵
衛
の
本
心
が
大
塔
宮
に
味
方
し
守
護
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
事
が
判
明
し
､
常
連
も
山
伏
装
束
を
脱
ぐ
｡
戸
野
は
黒
木
御
所

を
設
け
'
宮
を
守
護
し
た
が
'
｢
是
モ
猶
大
儀
ノ
計
略
難
レ
叶
｣
と
し
て
'
叔
父

の
竹
原
入
道
に
事
情
を
告
げ
'
今
度
は
竹
原
入
道
が
自
邸
に
大
塔
官
を
迎
え
る
｡

そ
の
忠
義
ぶ
-
に
宮
も
安
心
し
　
｢
此
二
半
年
許
｣
滞
在
す
る
｡
更
に
｢
人
二

被
二
見
知
]
ジ
ト
被
二
思
食
]
ケ
ル
御
支
度
ニ
｣
還
俗
姿
と
な
り
｢
竹
原
八
郎
入
道

ガ
息
女
ヲ
､
夜
ル
ノ
ヲ
ト
ゞ
へ
被
レ
召
テ
郷
党
異
レ
他
ナ
リ
｣
と
い
う
事
で
｢
サ

テ
コ
ソ
家
主
ノ
入
道
モ
弥
志
ヲ
傾
ケ
'
近
達
ノ
郷
民
共
モ
次
第
二
厨
伏
申
タ
ル

由
ニ
テ
'
却
テ
武
家
ヲ
バ
裾
シ
ケ
リ
｣
と
い
う
展
開
を
見
せ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
光
林
房
玄
尊
は
'
｢
サ
モ
ア
ル
人
ノ
家
｣
　
の
主
が
戸
野
兵
衛
で

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

あ
る
と
知
っ
た
時
'
｢
サ
テ
ハ
是
コ
ソ
'
弓
矢
取
テ
サ
ル
者
卜
聞
及
ブ
者
ナ
レ
'

如
何
ニ
モ
シ
テ
是
ヲ
想
マ
バ
ヤ
｣
と
思
っ
た
の
で
あ
っ
た
.
か
っ
て
'
巻
三
第

ヽ

ヽ

一
章
で
後
醍
醐
帝
の
夢
を
契
機
と
し
て
登
場
し
た
楠
正
成
に
つ
い
て
の
｢
弓
矢

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

取
テ
名
ヲ
得
タ
ル
者
｣
と
近
似
す
る
紹
介
を
き
れ
た
戸
野
兵
衛
か
ら
'
竹
原
八

郎
入
道
へ
と
役
割
交
替
が
行
わ
れ
る
辺
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
'
別
稿
に
譲
り

た
い
と
思
う
が
､
こ
の
部
分
に
は
'
物
語
的
に
は
充
分
消
化
さ
れ
ぬ
さ
ま
ざ
ま

の
要
素
を
包
含
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
｡

⑥
'
熊
野
の
別
当
定
遍
は
'
｢
郷
民
共
ノ
欲
心
｣
に
訴
え
'
恩
賞
を
立
礼
に

告
げ
て
'
大
塔
宮
の
追
討
を
画
策
す
る
｡
そ
の
結
果
'
｢
欲
心
強
盛
ノ
八
庄
司
｣

達
は
変
心
し
､
竹
原
入
道
の
子
息
さ
え
宮
を
討
と
う
と
し
た
た
め
'
大
塔
宵
も

遂
に
十
津
川
を
出
て
高
野
の
方
へ
向
か
う
｡

㊤
で
は
へ
そ
の
道
が
｢
小
原
･
芋
瀬
･
中
津
河
上
云
敵
陣
ノ
難
所
ヲ
経
テ
通

ル
路
ナ
レ
バ
'
中
々
敵
ヲ
打
感
テ
見
バ
ヤ
｣
と
い
う
事
と
な
-
'
芋
瀬
庄
司
の

所
へ
行
く
｡
す
る
と
芋
瀬
庄
司
は
'
①
｢
御
伴
ノ
人
々
ノ
中
二
名
字
サ
リ
ヌ
ベ

カ
ラ
ン
ズ
ル
人
ヲ
一
両
人
賜
テ
'
武
家
へ
召
渡
｣
す
か
､
⑧
｢
御
紋
ノ
旗
ヲ
給
テ
'

合
戦
仕
テ
侯
ツ
ル
支
詮
是
ニ
テ
侯
ト
'
武
家
へ
｣
申
し
出
る
か
'
ど
ち
ら
か
が

受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
合
戦
も
や
む
を
え
な
い
へ
と
の
応
対
を
示
す
｡
大
塔

宮
が
｢
此
事
何
レ
モ
難
儀
也
卜
愚
召
テ
､
敢
テ
御
返
事
モ
無
｣
か
っ
た
の
に
対
し
'

赤
松
則
祐
は
①
の
条
件
を
受
け
入
れ
が
自
分
が
犠
牲
に
な
る
と
主
張
｡
そ
れ
に

対
し
て
平
賀
三
郎
は
｢
芋
瀬
庄
司
ガ
申
所
'
ゲ
ニ
モ
難
レ
被
二
黙
止
一
侯
へ
バ
｣
と

述
べ
た
上
で
'
｢
サ
マ
デ
ノ
恥
ナ
ラ
ズ
｣
と
⑧
を
受
け
入
れ
る
事
を
主
張
し
た
た

め
'
大
塔
宮
も
納
得
し
'
｢
月
日
ヲ
金
銀
ニ
テ
打
チ
着
タ
ル
錦
ノ
御
旗
｣
が
芋

瀬
庄
司
に
渡
さ
れ
た
.
と
こ
ろ
が
'
1
行
か
ら
遅
れ
て
や
っ
て
来
た
村
上
義
光

が
こ
の
旗
を
見
か
け
､
事
情
は
開
か
ず
に
旗
を
奪
い
返
し
へ
常
連
に
追
い
付
く
｡

村
上
か
ら
説
明
を
聞
い
た
大
塔
宮
は
'
赤
松
の
忠
･
平
賀
の
智
･
村
上
の
勇
を

中
国
の
勇
者
達
に
比
肩
し
う
る
も
の
と
し
て
｢
此
三
傑
ヲ
以
テ
'
我
東
レ
治
二
天

下
]
哉
｣
と
述
べ
た
1
と
い
う
の
で
あ
る
｡

た
だ
'
考
え
て
み
れ
ば
'
村
上
義
光
の
武
勇
談
に
よ
っ
て
'
大
塔
宮
を
取
-
巻
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-
状
況
が
好
転
す
る
わ
け
で
は
な
い
｡
む
し
ろ
'
赤
松
の
主
張
を
聞
い
た
上
で

の
平
賀
の
意
見
こ
そ
が
'
現
実
を
見
詰
め
た
案
と
し
て
'
大
塔
宮
自
身
も
7
度

は
｢
ゲ
こ
モ
ト
思
召
｣
し
た
の
で
あ
っ
た
か
ら
'
こ
の
-
ど
-
は
'
作
品
の
時

間
を
先
に
進
め
る
と
い
う
よ
-
'
や
や
迂
回
す
る
形
の
講
談
風
の
挿
話
と
言
え

よ
う
｡

③
で
は
､
｢
薪
負
タ
ル
山
人
｣
に
教
え
ら
れ
て
玉
置
庄
司
の
所
へ
'
通
行
の

交
渉
の
た
め
に
使
者
と
し
て
赴
い
た
片
岡
八
郎
と
矢
田
彦
七
の
う
ち
'
片
岡
が

玉
置
庄
司
の
郎
党
に
射
殺
さ
れ
て
し
ま
う
｡
矢
田
の
報
告
を
聞
い
た
大
塔
宮
は
'

｢
サ
テ
ハ
遁
レ
ヌ
道
二
行
迫
リ
ヌ
｡
運
ノ
窮
達
歎
ク
こ
無
レ
詞
｣
と
し
な
が
ら
も

｢
サ
レ
バ
ト
テ
此
二
可
レ
留
二
非
ズ
'
行
レ
ン
ズ
ル
所
マ
デ
行
ヤ
｣
と
山
路
を
越

え
て
行
-
｡
と
こ
ろ
が
中
津
河
峠
で
'
玉
置
勢
と
思
わ
れ
る
五
六
百
騎
と
出
く

わ
し
て
し
ま
う
｡
し
か
し
'
こ
の
場
面
で
の
大
塔
宵
は
'
｢
各
相
構
テ
'
吾
ヨ

リ
先
二
腹
切
事
不
レ
可
レ
有
｡
吾
己
二
自
害
セ
バ
'
面
ノ
皮
ヲ
剥
耳
鼻
ヲ
切
テ
'
諺

ガ
首
ト
モ
兄
へ
ヌ
様
ニ
シ
成
テ
拾
ベ
シ
｣
｢
死
シ
テ
後
マ
デ
モ
'
威
ヲ
天
下
二

残
ス
ヲ
以
テ
艮
牌
ト
セ
リ
｡
今
ハ
ト
テ
モ
遁
レ
ヌ
所
ゾ
'
相
構
テ
人
々
キ
タ
ナ

ビ
レ
テ
'
敵
二
笑
ハ
ル
ナ
｣
と
'
凄
絶
と
も
言
え
る
発
言
を
家
来
達
に
向
か
っ

て
投
げ
つ
け
る
｡
た
だ
'
数
の
上
で
は
三
十
二
人
対
五
百
余
騎
と
'
｢
可
レ
戦
様

ハ
無
｣
か
っ
た
｡

㊥
'
と
こ
ろ
が
'
そ
こ
に
紀
伊
国
の
野
長
瀬
兄
弟
の
軍
勢
三
千
余
騎
が
現
れ
'

玉
置
勢
を
追
い
散
ら
し
て
し
ま
う
｡
こ
の
援
軍
に
つ
い
て
は
'
前
日
に
｢
老
松
｣

と
い
う
名
の
　
｢
年
十
四
五
許
二
俣
シ
童
｣
　
が
､
野
長
瀬
兄
弟
の
も
と
を
訪
れ

｢
大
塔
宮
明
日
中
韓
河
ヲ
御
出
有
テ
'
小
原
へ
御
通
リ
ア
ラ
ン
ズ
ル
ガ
'
1
定
道

ニ
テ
難
二
途
ハ
ヌ
ト
覚
ル
ゾ
'
志
ヲ
存
ゼ
ン
人
ハ
急
ギ
御
迎
二
参
レ
｣
と
触
れ
回

っ
た
た
め
に
救
援
に
来
た
'
と
兄
弟
の
口
か
ら
説
明
さ
れ
る
｡
｢
商
事
に
非
ズ
｣

と
思
っ
た
大
塔
宮
が
｢
年
来
御
身
ヲ
放
サ
レ
ザ
リ
シ
膚
ノ
御
守
｣
を
確
か
め
て

み
た
と
こ
ろ
'
｢
北
野
天
神
ノ
御
神
髄
ヲ
金
銅
ニ
テ
被
二
鋳
進
一
タ
ル
其
御
者
虜
'

老
松
ノ
明
紳
ノ
御
神
髄
｣
が
'
全
身
に
汗
を
か
き
'
足
に
は
土
が
付
い
て
い
た
｡

①
'
大
塔
宮
は
'
こ
の
不
思
議
な
出
来
事
を
｢
サ
テ
ハ
佳
運
神
慮
二
叶
へ
り
'

逆
徒
ノ
退
治
何
ノ
疑
力
可
レ
有
｣
と
し
て
'
横
野
城
に
入
-
'
こ
こ
が
　
｢
分
内

狭
ク
テ
可
レ
悪
｣
と
の
判
断
か
ら
'
｢
吉
野
ノ
大
衆
｣
を
味
方
に
語
ら
い
'
吉
野

河
を
前
に
控
え
て
'
城
郭
を
構
え
'
三
千
余
騎
で
立
て
寵
る
｡

≡

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
'
巻
五
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
第
一
章
か
ら
第
五

章
ま
で
は
'
巻
四
と
の
対
照
に
お
い
て
'
持
明
院
･
北
条
氏
側
に
関
す
る
叙
述

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
｡
た
だ
'
巻
四
の
後
醍
醐
帝
の
隠
岐
配
流
と
対
比
を
な

す
持
明
院
殿
(
光
厳
院
)
　
の
即
位
'
そ
し
て
光
厳
帝
を
補
佐
す
る
存
在
と
し
て

の
万
里
小
路
宣
房
の
｢
二
君
奉
公
｣
を
描
き
つ
つ
も
'
こ
れ
も
前
述
の
ご
と
く
'

そ
の
出
仕
が
光
厳
帝
で
は
な
く
'
む
し
ろ
間
接
的
に
後
醍
醐
帝
側
を
同
情
的
に

評
価
す
る
要
素
を
含
ん
で
い
る
｡

第
三
葦
で
山
門
根
本
中
萱
の
新
常
灯
が
消
え
る
と
い
う
'
点
灯
者
で
あ
る
後

醍
醐
帝
に
と
っ
て
不
吉
な
出
来
事
の
場
合
に
も
'
叙
述
が
そ
こ
で
終
わ
ら
ず
に
'

灯
を
消
し
た
山
鳩
を
親
が
食
い
殺
す
と
い
う
第
二
段
階
が
語
ら
れ
る
事
に
よ
っ

て
'
後
醍
醐
帝
の
巻
き
返
し
　
(
隠
岐
脱
出
･
北
条
氏
討
滅
)
を
暗
示
す
る
叙
述

姿
勢
と
な
っ
て
い
る
｡
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ヽ

ヽ

そ
し
て
'
第
四
･
第
玉
章
で
は
'
時
政
の
積
善
に
よ
る
北
条
氏
繁
栄
の
有
効

ヽ

ヽ

期
限
が
過
ぎ
た
高
時
は
'
田
楽
竃
闘
犬
に
熱
中
す
る
逸
遊
ぶ
-
に
よ
っ
て
､
滅

亡
へ
の
道
を
加
速
さ
せ
て
転
落
し
て
行
く
｡

根
本
中
萱
の
新
常
灯
が
鳩
の
た
め
に
消
さ
れ
た
の
は
元
徳
三
年
(
二
二
三
一
)

四
月
一
日
の
こ
と
で
あ
-
'
高
時
が
田
楽
･
闘
犬
に
熱
中
し
て
い
た
と
の
記
録

が
見
ら
れ
る
の
も
同
年
の
事
で
あ
る
｡
そ
れ
を
'
元
弘
二
年
(
正
慶
元
年
･

二
二
三
二
)
三
月
二
十
二
日
の
日
付
で
始
ま
る
巻
五
の
文
脈
の
中
に
'
｢
其
比
｣

と
い
う
表
現
を
使
っ
て
填
め
込
む
事
に
よ
っ
て
'
北
条
氏
の
末
期
的
症
状
を
高

時
個
人
に
集
中
さ
せ
る
形
で
鮮
明
に
し
た
の
が
『
太
平
記
』
作
者
の
構
想
な
の

だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
｡

1
見
'
異
質
に
見
え
る
第
六
章
は
'
第
三
早
～
第
五
章
と
の
'
巻
四
と
は
違

っ
た
対
照
的
叙
述
と
考
え
れ
ば
'
巻
五
の
三
分
の
二
と
い
う
分
量
の
多
き
も
'

兄
弟
や
父
帝
の
流
請
生
活
に
匹
敵
す
る
苦
難
体
験
に
必
要
な
も
の
と
言
う
事
が

で
き
よ
う
｡

後
醍
醐
帝
が
捕
え
ら
れ
た
元
弘
元
年
(
二
二
三
一
)
九
月
末
頃
以
後
の
大
塔

(
注
7
)

宮
の
静
に
つ
い
て
'
『
増
鏡
』
第
十
五
　
｢
む
ら
時
雨
｣
　
は
'
笠
置
落
城
を
描
写

す
る
中
で
'
｢
中
務
の
御
子
'
大
塔
の
宵
な
ど
は
か
ね
て
よ
-
こ
ゝ
を
出
で
さ

せ
給
て
､
楠
の
木
が
館
に
お
は
し
ま
し
け
り
｣
と
L
t
翌
年
の
記
事
を
載
せ
る

第
十
六
｢
久
米
の
さ
ら
山
｣
に
お
い
て
も
'
｢
大
塔
の
尊
雲
法
親
王
ば
か
り
は
'

虎
の
口
を
逃
れ
た
る
御
さ
ま
に
て
'
こ
ゝ
か
し
こ
さ
す
ら
へ
お
は
し
ま
す
も
'

や
す
さ
空
な
く
､
い
か
で
過
ぐ
し
果
つ
べ
き
御
身
な
-
け
ん
と
心
苦
し
う
見
え

た
-
｣
と
記
し
'
更
に
｢
ま
こ
と
や
へ
　
こ
の
卯
月
の
比
よ
-
'
年
の
名
饗
は
-

に
し
ぞ
か
し
｡
正
慶
と
ぞ
い
ふ
な
る
｡
大
塔
の
法
親
王
･
楠
の
木
の
正
成
な
ど

は
う
な
を
お
な
じ
心
に
て
'
世
を
傾
け
ん
は
か
-
こ
と
を
の
み
め
ぐ
ら
す
べ
し
｡

正
成
は
'
金
剛
山
千
早
と
云
所
に
'
い
か
め
し
き
城
を
こ
し
ら
へ
て
､
え
も
い

は
ず
猛
き
物
ど
も
多
-
寵
-
に
た
-
｡
さ
て
大
塔
の
宮
の
今
旨
と
て
'
国
々
の

つ
わ
物
を
語
ら
い
と
れ
ば
'
世
に
怨
み
あ
る
物
な
ど
'
こ
～
か
し
こ
に
隈
ろ
へ

ば
み
て
を
る
限
-
は
'

集
ま
-
つ
ど
ひ
け
-
｡
宮
は
熊
野
に
も
お
は
し
ま
し
け

る
が
'
大
峯
を
侍
ひ
て
'
吉
野
に
も
高
野
に
も
お
の
し
ま
し
通
ひ
っ
ゝ
'
さ
-

き
く
ま
ぐ
に
は
よ
-
紛
れ
も
の
し
給
て
'
た
け
き
御
有
様
を
の
み
あ
ら

は
し
給
へ
ば
'
い
と
か
し
こ
き
大
将
軍
に
て
い
ま
す
べ
し
と
て
'
つ
き
従
い
き

(
注
8
)

こ
ゆ
る
物
､
い
と
多
-
な
-
行
け
ば
｣
と
記
し
て
い
る
｡
『
梅
松
論
』
も
'
｢
先

帝
ノ
宮
'
山
ノ
座
主
大
塔
宮
御
還
俗
ア
テ
'
兵
部
卿
ノ
親
王
苦
良
卜
申
｡
去
年

マ
マ

君
笠
置
へ
イ
ラ
セ
給
シ
時
ハ
'
大
和
国
二
平
面
々
ノ
御
造
黍
ノ
企
有
ベ
キ
ヨ
シ

キ
ゝ
シ
カ
ド
モ
'
御
在
所
分
明
ナ
ラ
ザ
-
シ
カ
バ
＼
多
武
峯
吉
野
法
師
ヲ
相
語

給
テ
'
御
宵
稽
ヲ
清
メ
ラ
ル
ベ
キ
旨
様
々
聞

エ
テ
'
畿
内
不
静
虞
ニ
｣
と
記
す
｡

(
注
9
)

つ
ま
り
'
大
軍
も
居
城
も
持
た
ぬ
大
塔
宮
と
し
て
は
'
｢
大
儀
｣
.
の
た
め
に

は
'
丁
度
'
巻
一
第
五
章
に
お
け
る
'
俊
基
が
寵
居
と
偽
っ
て
山
伏
姿
と
な
-

大
和
･
河
内
を
偵
察
し
て
回
っ
た
事
を
相
似
す
る
形
で
'
大
き
く
言
え
ば
｢
熊

野
｣
と
称
さ
れ
る
大
和
か
ら
紀
伊
･
伊
勢
を
も
包
括
す
る
空
間
'
焦
点
を
絞
っ

た
場
合
の
｢
十
津
河
｣
を
'
そ
の
行
動
を
具
体
化
す
べ
-
｢
小
原
･
芋
瀬
･
中

津
河
｣
等
の
地
名
を
点
綴
さ
せ
な
が
ら
'
｢
時
ノ
至
ン
ヲ
｣
　
待
っ
て
の
遍
歴
を

す
る
役
割
を
果
た
し
た
'
と
言
え
よ
う
｡

(
注
1
0
)

従
っ
て
'
大
塔
宮
の
足
跡
に
つ
い
て
詳
し
-
検
証
さ
れ
た
安
井
久
善
氏
が

｢
こ
の
内
容
自
体
架
空
の
可
能
性
が
あ
-
'
少
な
-
と
も
筆
者
の
創
作
が
加
味
さ

(
鍾
l
l
)

れ
た
も
の
｣
と
さ
れ
'
岡
見
正
雄
氏
も
｢
当
時
の
熊
野
信
仰
を
背
景
と
し
て
､
般
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若
寺
か
ら
紀
伊
路
に
困
苦
を
経
て
行
か
れ
た
と
す
る
の
が
'
『
太
平
記
』
の
物

語
的
姿
勢
'
い
わ
ば
講
談
で
あ
っ
た
ろ
う
｣
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
'
現

(
注
ー
2
)

実
の
地
理
と
『
太
平
記
』
の
記
述
と
の
帝
離
は
'
文
学
と
し
て
の
『
太
平
記
』

に
と
っ
て
'
決
し
て
マ
イ
ナ
ス
の
も
の
で
は
な
い
｡

注

1
'
山
下
宏
明
氏
も
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
太
平
記
這
　
に
於
て
'
｢
前
巻

に
措
い
た
先
帝
側
に
属
す
る
人
々
の
落
晩
と
は
対
照
的
に
'
先
厳
天
皇

の
即
位
以
下
'
持
明
院
系
の
人
々
の
栄
華
を
も
っ
て
巻
を
始
め
る
｣
と

解
説
し
て
お
ら
れ
る
｡

2
'
日
本
古
典
文
学
大
系
本
(
岩
波
書
店
)
｡
以
下
の
本
文
引
用
も
用
じ
｡

3
'
こ
の
事
に
つ
い
て
は
『
太
平
記
』
巻
四
に
お
け
る
呉
越
合
戦
説
話
の
表

現
と
方
法
｣
(
｢
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
論
集
｣
第
習
う
)
で
も
触
れ
た
.

4
'
宣
房
は
登
場
回
数
が
必
ず
し
も
多
い
わ
け
で
は
な
い
が
'
巻
四
第
一
章

で
は
哀
感
を
込
め
て
同
情
的
に
措
か
れ
て
お
-
'
巻
十
三
第
二
章
で
も

春
日
社
の
霊
夢
を
授
か
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
｡

5
'
例
え
ば
'
義
輝
本
は
第
五
章
を
｢
累
祖
代
々
己
ヲ
責
テ
礼
儀
二
不
レ
滞

学
レ
古
ヲ
仁
政
二
私
ナ
シ
サ
レ
ハ
子
孫
無
窮
二
光
栄
ス
ト
イ
エ
ト
モ
高
時

今
ノ
行
跡
悉
ク
旧
親
二
不
レ
協
人
望
天
慮
ノ
悼
ヲ
モ
不
レ
恐
サ
レ
ハ
可
レ
亡
フ

時
刻
相
感
シ
テ
加
棟
之
童
ド
モ
有
ル
ヤ
ラ
ン
ト
人
皆
唇
ヲ
ソ
カ
エ
シ
ケ

ル
｣
と
結
ぶ
｡

6
'
岡
見
正
雄
氏
は
｢
太
平
記
‖
｣
(
角
川
文
庫
)
の
補
注
の
中
で
｢
武
蔵
坊
'

片
岡
八
郎
等
は
恐
ら
-
義
経
の
家
来
の
名
を
取
っ
た
の
で
'
こ
の
熊
野

落
の
途
中
芋
瀬
の
庄
司
の
遮
る
の
を
村
上
義
光
が
錦
の
旗
を
奪
い
通
過

す
る
条
は
武
蔵
坊
弁
慶
が
安
宅
の
関
を
通
過
す
る
説
話
を
取
入
れ
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｣
と
の
説
を
展
開
し
て
お
ら
れ
る
｡

7
㌧
日
本
古
典
文
学
大
系
本
(
岩
波
書
店
)
に
よ
る
｡

8
'
『
京
大
本
梅
松
論
』
(
京
都
大
学
国
文
学
会
)
に
よ
る
｡

9
'
第
六
章
の
糊
貢
･
1
 
-
 
8
貢
で
使
用
さ
れ
て
い
る
.

1
 
0
'
『
太
平
記
合
戦
帝
の
研
究
』
(
桜
楓
社
)
0

u
t
『
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
太
平
記
･
曽
我
物
語
･
義
経
記
』
(
角
川
書
店
)
0

1
 
2
㌧
巻
四
に
見
ら
れ
る
一
宮
の
配
流
地
｢
土
佐
ノ
畑
｣
の
場
合
に
関
し
て
考

察
し
た
事
が
あ
る
　
(
拙
稿
｢
『
太
平
記
』
巻
四
を
め
ぐ
る
諸
本
の
構
想

と
構
成
｣
へ
『
樟
蔭
国
文
学
』
第
2
2
号
)
)
0
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